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資料：参加者アンケート結果 

太田市自分ごと化会議 第 1回参加者アンケート 

令和７年１１月１日実施分 

回答結果 ： 参加者 １６人 回答者 １６人（回答率 １００%） 

 

 

  

1．第 1回会議に参加されていかがでしたか。 2. こども課の概要説明は理解しやすかったですか。 

3. コーディネーターの進行・まとめ方は分かりやす

かったですか。 

4. 本日の会議は安心して話せる雰囲気でしたか。 

5. 本日の会議において自分の意見を言えましたか。 



 

 

太田市自分ごと化会議 第 2回参加者アンケート 

令和７年１１月 29日実施分 

回答結果 ： 参加者 １3人 回答者 １3人（回答率 １００%） 

 

 

 

  

1．第 2回会議に参加されていかがでしたか。 2.話し合いは安心して話せる雰囲気でしたか。 

3. 話し合いで自分の意見は言えましたか。 4. 市の説明や質疑応答は分かりやすかったですか。 

5. コーディネーターの進行・まとめ方は分かりやすかっ

たですか。 



 

 

太田市自分ごと化会議 第３回参加者アンケート 

令和７年１2月20日実施分 

回答結果 ： 参加者 9人 回答者 9人（回答率 １００%） 

 

 

 

 

  

1．第 3回会議に参加されていかがでしたか。 2. 話し合いは安心して話せる雰囲気でしたか。 

3. 話し合いで自分の意見は言えましたか。 
4. コーディネーターの進行・まとめ方は分かりやすかっ

たですか。 

5. 前回の紙の改善提案シートに比べて自分の言いたい

ことを言語化できましたか。 

質問5の回答理由（主な意見） 

 AI に聞くことができるので、自分の意見をまと

めやすかった。 

 間違えてもすぐに書き直すことができ、意見をま

とめやすかった。 

 話しやすかった。 

 個人的にあまり変わらないと感じた。 

 スマホで打っているため、どちらかといえば短文

で抽象的になってしまったような気がする。 



 

 

太田市自分ごと化会議 第４回参加者アンケート 

令和8年１月31日実施分 

回答結果 ： 参加者 １0人 回答者 １0人（回答率 １００%） 

 

 

  

1．第 4回会議に参加されていかがでしたか。 
2.今回の太田市自分ごと化会議2025全体を通じ

ての満足度を教えてください。 

3. 会議に参加したことで意識や行動に変化はありましたか。なお、変化があった場合はどのようなところに

変化がありましたか。（※これから変える場合は、具体的にどう変えたいですか。） 

自由記述 

 行政の取り組みをよく知らなかったが、この会議を通じてどのようなことをしているのかなど知れたし、

こういうことについて積極的に参加していきたいと思った。 

 実際の子育て世代の声を聞き、日常生活の中で「こういった場面だと子育て大変そうだな」と新たに気づ

く点が増え、考える機会ができた。 

 学んだことを自分の生活や仕事に生かすことができた。 

 自分が所属する地域の課題等に対して、当事者意識を持つようになった。 

 市から意見を求められたら必ず回答しようと思った。自分の意見を伝えるチャンスだし、市にとっても市

の将来を決める大事なことだと思う。 

 ホームページから自分が必要な情報を探そうと思った。(不満を伝えるだけでなくて) 



 

 

  
4. テーマ「親と子の笑顔輝くまち おおた を目指して」は、自分ごと化会議で扱うテーマとしてどう思われま

すか。 

質問4の回答理由（主な意見） 

 普段では考えない事を考えられる事は大切であると思う。 

 様々な年代の人が集まるので子育て世代やそれ以外の世代も多くの意見が吸収できるから（とても適切

だった）。 

 子育て世代はもちろんだが、学生から高齢者の方まで幅広い世代の多くの方が子育てについて考える良

い場になったと思う。 

 子供が少なくなっている時代で、若い方々に子育ての現状や課題を知ってもらう機会になったと思う。 

 現時点では自分に子どもがいなかったとしても、今後誰でも当事者になり得るテーマであったと思う。 

 子供を持っている方や、学生がいたので良いと思った。 

5. 今後、自分ごと化会議で扱うテーマはどのようなものが適していると思いますか。 

 セクシャルマイノリティー、トランスジェンダーについて 

 地域づくり、少子高齢化対策（人口減少） 

 交通について 

 市民どうしのつながりを構築（世代や業種を超えた、多様な人々の意見を知る） 

 身近なもの 

 子供関係 

 障がい福祉(障がいがない人にこそ考えてほしい) 

 賛否分かれるものか、意見が明瞭でないもの 



 

 

  
6. 太田市をより良くするために特に重要なのは、次のうち誰（どれ）だと思いますか。（複数回答可） 

7.今回のように、無作為抽出の手法を使って議論するやり方についてどう思いますか。 

質問７の回答理由（主な意見） 

 多様な意見が出る、刺激を受け発想が豊かになるため（必要だと思う）。 

 偏った意見で固まることを避けられるため（必要だと思う）。 

 いろいろな年代、環境の人と話すことができるため（必要だと思う）。 

 さまざまな環境、価値観、意見を持つ人々を集めることができるため（必要だと思う）。 

 無作為抽出でなくても良いと思うが、市民が主張できる機会は素晴らしいと思う。 

 声が大きい人、行動力がある人だけが優先されてはいけないと思うため（必要だと思う）。 

 緊張するし身構えますが、回数を重ねるごとに意見が出やすくなると感じた。 



 

 

 

9.その他、全体を通じた感想やコメント（主な意見） 

 いくらか案を自宅で考えられてよかった。 

 また機会があれば積極的に参加したい！ 

 4回にわたって今年も参加させていただき、ありがとうございました。これからも大好きな地元

である太田市について力になれることがあれば、積極的に携わっていきたい。 

 無作為抽出であったにもかかわらず、4回続けていくことで参加する方々が限られてきてしま

い、一部の参加しやすい方々の意見が集まってしまっているように感じたので、もっと多くの

方々が参加しやすいような工夫があると良いと思った。とても良い経験ができたので、太田市

がもっと良い街になるように私自身もできることから取組んでいきたい。 

 貴重な機会をいただき、ありがとうございました。 

 とても楽しかった、去年より「自分ごと」として考えられた気がした。ありがとうございました。 

８．あなたにとって今回のテーマの子育て支援における「自分ごと化」とはどのようなことでしょうか。 

 今後の地域づくりの一つ。 

 つながりをつくること。 

 普段考えなかったことを考えられること、まだ経験したことがないことだが大人の意見を聞いてさ

らに深められること。 

 自分は学生だから関係ない（と思うの）ではなく、地域一体となって自分ごと化するのが大切だと

感じた。 

 市民として太田市に積極的に関わりをもっていくこと。 

 自分が今まで知らなかった境遇や立場を持つ方々について理解を深めること。 

 行政に頼るだけじゃなくて、自分たちでできることを探し、もし探して見つからなければ行政に頼

ること。 


